


 

研究目的: 

凍結生人乳による哺育が,未熟児の壊死性腸炎を予防しうるか,否かを,検討し

た。 

研究方法: 

国立岡山病院未熟児施設で保育した出生体重 1,500g 以下の未熟児総保育例で,

人工栄養法によって哺育していた1965年より1972年までの8年間と,人乳によ

って哺育した1973年より1976年までの4年間とについて,壊死性腸炎の発生例

を調査した。 

壊死性湯炎の診断は,便性,腸閉塞症状,腹部 X線所見,あるいは剖検所見によっ

た。 


